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の語りを指す (Heinemann and Traverso 2009, Sidnell and Stivers 2012:360)．また，「トラ
ブルについての語り troubles-telling」と呼ばれる，自らが直面する問題について語るふるまい





本研究で扱う，complaint における笑いについては Holt (2012) による分析がある．Holt
(2012) は complaint の語りにおける聴き手の笑いについて分析しており，以下のように述べ
ている．
In the extracts analyzed here, recipients produce laughter to turns that are adding
to an in-progress complaint. These laugh responses do not fully affiliate with the
complaint in that they display a discordant stance, and they do not fully align
in that they do not add to the development of the complaint. Instead, they are
recurrently somewhat disengaged and termination relevant.
(Holt 2012:431)
Holt (2012)において分析されている，“somewhat disengaged and termination relevant”
な，complaintにおける笑いとは，たとえば以下のようなものである．
データ 1 Holt:SO88(II):2:8:8（ごく短く抜粋）
8 Les That’s a bit’v’n imposition though isn’t it?
9 (0.3)
10 Mum What ↑dear?
11 Les .hhhh
12 (.)
13 Mum ↑Well they don’t seem t’mind, °hm°
14 (.)
15 Les .tch uh Don’ take ↑you home though ↑do they.
16 Mum →nuh ↑heh huh
17 (.)
データ 1では，Mumが Lesに対して，共通の知人についての complaintを述べているが，
それに対して Les は affiliative な反応をしていない．8 行目において Les は imposition とい
う強い言葉でくだんの知人のふるまいを糾しているが，それについてMumは少しの間をおい








うことを顕在化する (Pomerantz 1984, Schegloff 2007, Pomerantz and Heritage 2012)．つ













































データ 2 [会話 ID: T010 013 2105.395秒–2115.279秒]
1 A わたし こんなことしました では きょうの授業は みたいな。=
2 A =>￥いやいやいやいや￥[じゃん<。=
3→ B [ahaha[hahahahaha
4 A =[￥そこ振るだろ￥ みたいな。=
5 B =待て 待て っ [て。
6 A [￥神崎どうだった 正月:￥ み [たいな。
7 B [報告か。
8 A [そう。
9 B [報告じゃねえん [だからね。
10 A [ほ hう hこ h[く hす hるの みたいな。
11 B [(huhuhu) hahahaha






















過程で起こった出来事は笑える／笑うべきもの (laughables, Glenn 2003)として扱うことが














を見ても，2行目において Aが事例についての態度を表出し，それについて Bが 3行目の笑
いを発したあと，4行目以降では事例の中での対象のふるまいを共同で批判している．これは







データ 3 [会話 ID: T010 013 2050.406秒–2057.472秒]
1 A 印象です 笑顔大事ってゆう授業でめっちゃがっちがちにしゃべったの。
2 B *ahahahaha ((声は聞こえない笑い)) hah
*((手を数回叩く))
3 B おま hえ h[って感じだよね。
4 A [はあ?[みたいな。
5 B [hhhhahahaha










データ 4 [会話 ID: C002 016 1650.734秒–1659.131秒]
1 A でも そんな そんなに少ない賃金で働いてんだぞ 俺 みたいな。
2 A <知らない>って。
3 B huhuhu
データ 5 [会話 ID: C002 016 1713.726秒–1720.318秒]
1 A それは僕 もう 仕事したくないってゆうか それ それは僕じゃなくていいですよね みたいな
2 か [んじ。
3 B [huh huh huh huh




8 A お前だろ みたいな。
9 B (cont.)----------















と考えられる (Raskin 1985)．一方，その事態の語りに対する語り手の反応である 4行目およ
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